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□定積分と区分求積法
　関数�I � [  

�[ �について，曲線�\ I � [ �と�[�軸および直線

�[ ��で囲まれた部分の面積�6�を考えてみよう。
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　一方，図�>�@�のように区間�� ��，� �を�Q�等分して�Q�個の⾧方形
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を作り，それらの面積の和を� Q6 �とする。Q �のとき，この⾧方

形の集まりは図�>�@�の斜線で示した図形に限りなく近づくから，

Q6 6�と予想される。　実際に計算してみよう。
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　よって，
�Q 
OLP Q6  6 �が成り立つことが計算で確かめられた。

　上の� Q6 �の代わりに，右の図�>�@�の⾧方形の面積の和� Q7 �を
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考えても，
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　このように，区間を細分し，和の極限値として面積や体積を求める方法を一般に��区分求積法��と

いう。
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　関数�I � [ �が区間�� �D，E �で連続で，常に�I � [ ���のとき，

区間�� �D，E �を�Q�等分して，その分点の座標を，D�に近い方から

順に　　　 �[ ， �[ ， �[ ，……， �Q �[ 　　とし，次のようにおく。
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　一般に，常に�I � [ ���と仮定しなくても，次のことが成り立つ。

応用例題６）次の極限値を求めよ。　　6 
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�解説
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